











言語哲学の書として知られるVakyapadiya ( =VP )の著者であり， Vrtti
(=V)と 呼 ば れ るそ の 注 釈の著者で あ る か も し れ な い 1) バルトリハリ
(Bhartrhari = Bh)は，Mahabha9yaの注釈 を作ったパーニニ派の文法学者であ
る。 もっとも， VP (V)の最初の ka咀 a はBrahmaka閲aと呼ばれ 2), その名
のとおりブラフマン(Brahman =Br)を論じることから開始されている。 VPV.
I.Iに は不ニー元論ヴェ ー ダー ンタ派の著作からと思われる引用もある。Bhの
思想は語ブラフマン論， 語不ニー元論等とも言われ， VP (V) は不ニー元論
ヴェ ー ダー ンタ派の歴史の中でも論じられることとなる乳
筆者 はいわゆる不ニ一元論ヴェ ー ダー ンタ派の代表とみなされるシャンカラ
(Sankara=S)の宇宙論（被造世界の創造等 をめぐる議論 ）に関して， ① ブラ
フマン は不動かつ恒存でなければならない， にもかかわらず② 被造世界へと
変化していく素材でなければならないし③ 被造世界 を変化させる行為の主体
でなければならないという三すくみの矛盾があり， それ を回避するために無明
であるとか未開展の名称・形態であるとかの S ないし不ニー元論ヴェ ー ダーン
タ派 を特徴づける概念が工夫されてきたという方向で研究を進めてきた鸞
もっとも， 同様の矛盾 はいわゆる不ニー元論という立場をとる限り S 以前の






り， その能力 によって絶対者 は現実の世界へと開展するのである」（伊原 1989,
p. l)。 かつ て中村元が「時間にかかる意義を認めたこと は， ヴェ ー ダーンタ系
統の学者として は全く異例に属する」（中村1956, p. 323)と 論じたように， こ
のような時間論はBhの大きな特色であるし，Brを世界の質量因 かつ動力因と
するSの不ニー元論ヴェ ー ダー ンタ説と 一見罰酷をきたすものである5)。 しか
し， だからこ そ，Bhの時間に光を当て ること で 不ニー元論を逆照射で きるので
はないだろうか。
こ のような関心から本論は， まずVPに説 かれる時間論の特徴を抽出したう






janmadayo vikara� �a9 bhavabhedasya yonaya�/ / (VP. I.3) 
そのもの(=Br) には小部分 (kala)を重置された時間(kala)という可
能力がある。 その可能力 に依拠する生起等の六種の変様9) は存在物の区別
の母胎である。
その世界原因として の時間の特徴を， 時間について最もまと ま って 論じてい
るKalasamuddesa (VP. III.9) の展開になるべく則してみていくことと す
る 10)。 時間がある種の世界原因 であることが明らかになるのはその第3詩節で
ある。
utpattau ca sthitau caiva vinase capi tadvatam/ 
nimitta�kalam evahur vibhaktenatmana sthitam// (VP. III. 9.3) 
それ（発生・持続・消滅）をするものが発生・持続・消滅するにあたって
の条件であると ， 自己を区分して 存続し続ける時間のことをいう。
tam asya lokayantrasya sutradharam pracaksate . I
(2)
Vakyapadiyavrttiにおけるkala (時間）概念の実質 3








ろう 11) 時間が， 行為成立の 一般的契機として遍在することは納得できる。




pratibandhabhyanujfiabhyarp. vrttir ya tasya網vati/






間があらゆるものに時間 的前後関係をもたらすことであろう 1 2)。
yadi na pratibadhniyat pratibandham ca notsrjet 




avisyevanusarp.dhatte yatha gatimatarp. gatII:i/ 




間そのもの (kalatman) は［諸物を］ 連続をともなうものにする。
ここで時間が諸物を「連続をともなうものにする」とあるが， 「連続」という性






もつのは時間そのものではないだろうか。 また 「 一日」とか 「 一年」というよ
うに人は時間を区切りもする。 さらに， 時間が経つのを 「遅く」あるいは 「速
く」感じる。 だがBhによるとそれらの日常的時間は純粋な時間本体ではない。
ここでBhの時間に第3の特徴 「時間が差別化される」 を言い添え




tasyatma bahudha bhinno bhedair dharmantarasrayail:/ 





samsarginam tu ye bheda vises as tasya te ma tah .I 










である。III. 9.3-5から読み取れるBhの時間の第2, 第1の特徴がIII. 9.30cま
でで総括されているのだから，III. 9.30d以降はIII. 9.6-8の議論が繰り返され
ると考えて不自然ではないだろう。
kartrbhedat tadarthe9u pracayapacayau gataJ:i/ 
samatva�vi�amatva�va sa eka�pratipadyate// (VP. III. 9.31) 
その単ーな［時間］が， 行為主体の違いによりそ［の行為主体］ の諸利益
にかけて豊富になったり乏しくなったりして，順境あるいは逆境になる 17)。
kriyabhedad yathaikasmi�s tak9adyakhya pravartate/ 
kriyabhedat tathaikasminn rtvadyakhyopajayate// (VP. III. 9.32) 
行為の違いにより 一人の人に大工等の呼び名が機能するように，行為 18) の
違いにより 一つ［の時間］ に季節等の呼び名が付随的に生じる 19)
arambhas ca kriya caiva n避ha cety abhidhiyate/ 




yava祁ca dvya1:ukadina�tavan himavato'py asau/ 
na hy atma kasya cid bhettu�pracetu�vapi sakyate// 
anyais tu bhavair anye9a�pracaya�parikalpyate/ 
sanair idam ida�k�ipram iti tena pratiyate// (VP. III. 9.34-35) 
二原子体 20) 等にある［時間と］等量な， そ ［の時間］がヒマラヤにとって
もある。 確かに，［時間を含め 一般に］いかなるものの本体も切断すること
も堆積 することもできない。 しかし， ある存在物によって別［の存在物］に




kriyopadhis ca san bhutabhavi�yadvartamanata�/ 
ekadasabhir akarair vibhakta�pratipadyate// (VP. III. 9.37) 
そして行為を付加物(upadhi) とする［時間］が11種に区分される過去・
未来・現在となる。
bhuta�paficavidhas tatra bhavi�ya祁ca caturvidha加
vartamano dvidhakhyata ity ekadasa kalpana�/ / (VP. III. 9.38) 
過去 （の時間）は5種， 未来（の時間）は4種ある。現在時制は2種数え
上げられるというように11 [種， 時制が］考えられる21\





以上の諸詩節 では諸行為を 特徴づける様々な差異が時間に差異を もたらして









ていいだろう 一ー は 「差異と結びついた」時間によってもたらされる。
murtrna1!1 tena bhinnanam acayapacaya�prthak/ 





第1節を閉じる にあたりBhの時間 の特色3点をあらた めてまとめておこう。
① 時間が区分されて存続する
② 時間が世界全体 を 区分する
③ 時間が差別化される
2. VPVにおける「時間と呼ばれるもの」
VPVI.3は前節の最初に引用 し た詩節に次の よ う に注釈し て い る。
kalakhyena hi svatantryena sarvah paratantra janmavatyah§aktayah 
samavi9t非kalasaktivrttim anupatanti/tatas ca pratibhava�vaisvar­
upyasya pratibandhabhyanujfiabhya� saktyavacchedena kramavan 
ivabhasopagamo lak9yate/ sarve9a�hi vikara呻�karaりantare9v apy 
apek9avata� pratibaddhajanmanam abhyanujfiaya sahakarikara1:a� 
kala�/tasya kramavadbhir matrarupai� kartrsaktir vibhajyamana 
vikaramatragata�bhedarupa�tatradhyaropayati… / (VPV. I . 3, pp. 
18-19)




が］可能力を限定することによって， まるで継起するか のように ［時間 に
お いて (Cf. VP. III. 9.40)]反映される (abhasa-upagama) のが見とめら
れる。 すなわち， 全ての変様 (vikara)が［時間と］別の原因も待って生
成を妨げられているが， 承認を通じて［それらの変様の］共働原因である
のが時間 (kala)である。 そ［ の時間 ］に帰属する行為主体という可能力
(kartrsakti)が， 継起する様々なかたちの 単位 (matrarupa) によって区







さらに， 次に 引 用 するVPV. II. 22の 一 節28)で は， 「時 間 と 呼 ば れ る
(kalakhya)」 ものがVPV. I. 3の「自律性(svatantrya)」から kartrsakti(行
為主体という可能力）へと言い換えられている。下の引用に続く部分では単 一
不可分 の文(vakya)の中に字音(varva)や単語(pada)が前後関係をと もなっ
て現れるのはどのようして かということが説明される。その前に， おそらく 一
般論として時間が前後関係を も たらすと述べているのが引用部分である29\
kalakhya hi kartrsaktil} karye9v eva pratibandhabhyanujfiabhyaqi 
paurvaparyaqi prakalpayati/na hy avunam avis速e sataqi yoge paur­
vaparyam astiti/ (VPV. II. 22, p. 202) 
実に，時間と呼ばれるkartrsaktiは結果にのみ妨害と承認を通じ て前後関
係を成立させる。なぜならば［原因た る］原子である複数の ものが無限定
に結合したと きに前後関係は存在しないから， と ［いわれる］。
加え てVPV. II. 452ではVP の詩節の中 の"pratisvatantra"と い う語句が
"pra ti kart('と置き 換えられている30) 。要す るに，VPVにおいて svatantryaと
kartrsaktiは同じであり， と り もなおさず自律的な(svatantra) ものは 行為主
体(kartr) であるということにな る。
3. 普遍的なkartrsakti(svatantrya)としての時間
こ こ まででVPV作者 に とって 時 間 の 実 質 は 何 ら か の 「自 律 性」
(svatantrya), あるいは何らかの「 行為主体という可能力」(kartrsakti)であ
ることを示した 。 こうしたVPVの時間理解と同じことをVP ではっき りと述
べている箇所は筆者の知る限りない 。ただし，「svatantryaとkartrsaktiは同
じ 」ということだけはVP に もあてはまる。svatantryaという概念はVP . III. 7 
であつか われるsadhana すな わち「パーニニ文法学karaka理論におけ る＜行




者〉，く行為参与者〉）」（小川2000b, p. 533) に関連して登場する31) 。Bh に拠れ
ば種々のkaraka は可能力(sakti)の一 種である。 そして単一 のものでもそれ
に種々のkaraka を想定することによって多様な表現が可能になる。 たとえば





するかに応じて， 文に表すとき， 手段 (karai:ia)・行為目的(karman)等と特
定される(VP. III. 7.18-19. cf. 小川2000b,pp. 574-575,n. 52,53)。 では主要行
為に対して行為主体と特定されるのはどのような場合なのか。
gur:iakriyaり抑kartarat kartra nyakkrtasaktaya加
nyaktayam api sarp.p阿ait svair vyaparait samanvi鳴／／
karanatvadibhir jfiatah kriyabhedanupatibhih/ 
svatantryam uttararp. labdhva pradhane yanti kartrtam// (VP. III. 









れる）ことがわかる(Cf. VP. III. 7.96)。Kartr とsvatantrya の結びつきは同
じVP. III. 7 のkartradhikara の冒頭によっても補強される。
prag anyatat saktilabhan nyagbhavapadanad api/ 
tadadhinapravrttitvat pravrttanarp. nivartanat/ / 
(9) 
10 
ad困atvat pratinidhe�praviveke ca darsanat/ 
arad apy upakaritve svatantryam kartur ucyate// (VP. III. 7.101-102) 
① 他より先に可能力( sakti)を得るから② ［他を自分に］屈服させるか
ら③ それに依存して活動があるから④ 活動しているものは停止するか






rsakti = svatantrya"という関係についてもVP を反映していると考えられよ
ぅ 33)。
なぜ，VPVにおいて時間は kartrsakti(svatantrya) 以下kartrsaktiと
だけ 呼んでいくことにする なのか。行為主体についてVP.III. 7.101に「他
より先に可能力を得るから」とあるように， 個々の行為が実現されるための最
















































と考えられる。 これは時間をkartrsaktiに還元しているわけ で， 時間のもちえ
た独自の意義を薄めてし ま うと もいえ よ う。また，この時間解釈では，時間 とい
う可能 力をもつ Brは端的に世界の創造・持続・帰滅をもたらす 「行為主体」 で
あり，結局Brが「 被造世界を変化させる行為の主体」であるというヴェ ー ダー
ンタ派的な というよりインドの有神論一般に通じる 考えに 帰する。
さらに「時間＝自律性」であり，それは各行為に分有されつつ 各行為を実現
する契機として機能することを見るとき，VPV と不ニ一元論ヴェ ー ダーンタ
派の見過ごされやすい類似性が見 えて くる。不ニー元論ヴェ ー ダーンタ派の代
表格であるSにとって Brは被造世界 という行為目的(karman)を創造し 変化
させる主体(kartr)である。そしてそれは意識を有するもの(cetana)でなけ
ればならない。そして，SにおけるBr と 個我は 支配・被支配関係にある
に も 関 わ らず caitanya ( 意 識 ）を共有 す る。 と す る と Sに とって の
caitanyaにあたるものがVPVにとってのkala/ kartrsaktiといえるだろう。
後者にあって も Brのもつkalasaktiとそれが個々の行為に分有されて 存する
（各行為の行為主体に現れる） kartrsaktiとが力の及ぶ範囲を別として同質 で
あるのだから 36)0 
も う一 度念 を押す と，VPVの 「Brを 行 為 主 体 た ら し め るkartrsakti
(svatantrya)である」 という時間概念の実質がVP(を著していた ときのBh)
にま でさ かのぼるかどうかはわからない。 また，それがVPにおけるkala( 時
間 ）概念を読み解く唯一の正解と も言い切れないだろう。
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1) VPVの著者についてはBh自身であるという説も，そうでないという説もある
(Houben 1998a, 1998b, 1999)。 本論は，VPVの著者をBhと仮に認めるにせよ，
VPと VPVの間に思想的立場の微妙な違いはありうると前提して論を進める。
2) VP各kaggaの名称についてAklujkar 1993, p. 26以下を見よ。 Brahmakagga
という名称はBh 本人に由来するものではないようである。
3) 中村1956は「初期ヴェ ー ダー ンタ哲学史」の 4巻目にあたる。
4) 村上幸三 1989, 1992, 1994. この 一連の研究は未完である。 なお筆者の所論は神舘
1995において批判されているので関心のある方はあわせてお読みいただきたい。
5) 中村1956 (p. 323)を始めとして，VPの時間はしばしば動力因(the efficient 
cause)とか"the instrumental cause"として論じられる。 Cf. VP. III. 9.3; Shuk­
la 1956, p. 381 ; Satyavrat 1958, p. 69 ; Coward 1982, p. 278 ; 村上真完 1993, p. 
55.
6) たとえば VP. III. 9.62では時間が何であるかについて，sa.kti説，atman説，
devata説が列挙されていて，そのどれかが否定されているというわけではない
(cf. Peri Sarveswara Sharma 1972, p. 26ff .)。 このように，Kalasamudde§a(VP. 
III. 9) には時間に関する様々な見解が挙げられている。 しかし VP. I. 3から考え
てBhは主に sakti説に拠っているといって間違いないだろう。
とはいえ，本論でも引用した VP. III. 9.6-8はあたかも時間を実体のように説明
している。 様々な観点を許容する態度は VP全体に渡っているようである (Cf.
Houben 1997)。
7) Sakti (可能力，能力） は，小川2000bがBhの世界観を「この現象世界を原理と
してのくことば〉のもつく能力〉の多様なる展開として説明する」(p. 543) と語
るように，Bhを理解するうえで不可欠な概念である。Bhの saktiについては他に
小川氏の 一連の論文 ー Ogawa 2000a (特に Introduction), Ogawa 1997 (esp. 
p. 505ff.) , Ogawa 1999 -, Biardeau 1964a (p. 276ff.) , Hacker 1953 (p. 198ff.) 
を見よ。 また清島1989も，バルトリハリが世界の諸現象に「無限の潜在的可能力
を持つ事象が，人間の現実的な働きかけにより 特定の機能・能力を現す」(p. 109) 
という基本構造を見ていると論じる。
8) VP. III. 6.1によると dis(空間），sadhana(行為実現者），kriya(行為），kalaの
四種の可能力(sakti) が基本的な可能力と考えられる(cf. 小川2000b, p. 543ff .)。
これら四種の可能力は VP. III. 6以下の四つの samudde§aで順次主題とされる。
Kalasamudde§a (III. 9) 以外の三つ の samudde§aに 関 す る 研 究 に つ い て
Houben 1995 (pp. 105-119) を見よ。
9) 「六種の変様」は元々Niruktaに書かれていることに由来する。 これに関して畝部
1999 (p. 8ff .) が詳しい。 VP. I. 3のこの部分について，Cardona 1999 (p. 90) も
見よ。
( 13 ) 
14 
10) Kalasamudde§aの内容を知るにはPeri Sarveswara Sharma 1972 (pp. 13-17) 
とAklujkar with Potter 1990 (pp. 169-171)が便利であろう。全体の翻訳とし
て Peri Sarveswara Sharma 1972と Iyer 1974がある。 その他にKalasamud­
de§aに関説する研究として， Biardeau 1964a (pp. 277-279), Cardona 1991 (pp. 
205-207, 221-222), Halbfass 1992 (p. 205ff.), Houben 1995 (p. 119), 伊原1975
(VP. III. 9.80-84とHelaraja注の日本語訳），伊原1976(VP. III. 85-90とHelar­
aja注の日本語訳），伊原1989(VP. III. 9.1-15とHelaraja注の本文），Satya Vrat 





12) 時間という可能力が時間的前後を可能にすることはVP. III. 6.4でも言われてい
る。
13) Bhは連続する個別の動作の全体を行為と考える(VP. III. 8.lff.)。 赤松1998bの
Kriyasamudde§aの翻訳(p. 181ff.)とその注記を見よ。
14) VP. III. 7.153では無差別なもの 世界全体であろう に 「時間を通じて行
為が 区分される」ことが言及されている。
15) 'vyavastha'にとりあえず「限定時間」という訳語を与えた。Helarajaによると限





行為となることだろう。 日常的な時間が行為でもあることはVP. III. 9.77やVP.






19) Cf. VP. III. 9.68-69. 
20) 二原子体(dvya1:uka)はヴァイシェ ーシカ派でいう地・水・火・風の原子(a1:u ,




なお時制の問題はVP. III. 9 .48以下でも論じられる。
22) 「ゆっくり」と「速い」ということについてはVP. IL 23やVP. III. 9.47でも話題
( 14 ) 
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になる。 VP. III. 9.47のHelarajaの注釈を参考にして本文のような説明をした。
23) Helarajaの VP. III. 9.6 なら びにIII. 9.8の注釈 もそれらを行為として解釈 して
いる。
24) 時間は可能力(sakti) を適用 (prayoga) することによって世界の創造・持続・
帰滅を行う。 それがVP. III. 9.9-26において説明されている。
25) この詩節 はMahabha�ya, IL 2.5の以下の部分を反映しているだろう(Peri Sar­
veswara Sharma 1972, p. 36)。
yena murti:nam upacaya§ capacayas ca lak�yante tarp kalam ahul_i (Mahabha­
�ya, vol. I, p. 409)
26) VPV. I. 3の引用箇所について赤松1998a, Biardeau 1964b, Iyer 1965, 村上真完
1993, 清水1991に翻訳があり参照することができた。
27) VPVにおいてkala がsvatantryaと解釈 されることはたび たび 指摘されてい
る。
28) この一節にCardona 1991 も言及している(p. 449) 
29) VPV. IIのこの引用の前までは赤松1998bで翻訳されている(pp. 161-174)。
30) VPV. IL 452, p. 318. (詩節の番号はRauの校訂テキストでは457)
31) VP(V) においてsvatantryaということばが時間論とsadhana 論の両方の話題
にま たがって取り上げられることは既にBandini 1980 が指摘 している(pp.
174-175)。
32) 小川2000bでは木を例にっとてそのことを説明している(p. 547)。
33) 実はkart戸svatantryaの結び つきはA�tadhyayi:, 1.4.54 (svatantral_i karta)
以来のこと。
34) 「様々な形の単位 」 を理解 するヒントになるのは次の詩節とそれへの注釈である。
na nityal_i kramamatrabhil_i (Iyer はparamatrabhil_iとする） kalo bhedam 
iharhati/vyavartini:nam matranam abhave ki:drsah kramah// (VP. II. 24) 
こ ［の議論 ］において恒存な時間は ［世界全体の］継起単位によっては差別
を被り得ない。 排斥しあう 諸単位が存在しない場合， いかなる継起が［ 諸単
位間に］ あろうか。
VPV. IL 24 (pp. 203-204) では「時間あるいは諸単位(matra) について， 恒存
説に拠っても非恒存説に拠っても時間そのもの(kalatman)には真の意味での増
減はけっして存在しない」(VPV. II, p. 203)ということが論じ られるのだが， 注
釈後半は筆者の理解が及ばなかった(Cf. Iyer 1977, p. 12)。 ただし， 注釈の最初
の 部 分 に関す る限り， VP. II. 24の"kramamatrabhil_i"が太陽の運行
(adi tyaga tibhil_i )という行為の一 例によって言い換えられている。 なお， この詩
節で 「［世界全体の］継起単位」と和訳 したのは"athaita vyavartinya eva 
visvasya matral_i…" (VPV. II, p. 203) という注釈中のことばから判断して。 そ
の"vi§vasya"は次の詩節の"visvasya"と同じであろう。
nirbhasopagamo yo'yarp kramavan iva drsyate/ 
akarmasyapi visvasya tat kalasya vice�titam// (VP. III. 9.46) 
( 15 ) 
16 
世界全体は， 連続性を有さなくても， このように継起 してそうなるかのよう
に［時間において］顕現 (nirbhasa-upagama)するのが見られる。 そ［の世
界全体の顕現］ が時間のふるまいである。
さらにこの詩節を予想して書かれたのが VPV. I. 3から本文で引用した部分
(… vai§varupyasya … §aktyavacchedena kramava�ivabhasopagamo lak令
yate) に違いない。 可能力を限定されない限り連続性をもたない世界全体の多種
多様性が可能力を限定されて継起的に現れる個々の「単位」 ー�世界全体の「連
続する個別の動作」 一つ 一つに相当する 一ー， それが「様々な形の単位」 であり，
結局それは 一つ 一つの行為である。
また， VPV. I. 3からの引用で「様々な形の単位」の後に出てくる「変様単位」も，
ある可能力の具現された 一つ 一つの行為と考えられるから，「継起する様々なかた
ちの単位」も「変様単位」も同じモノを別の観点から述べていることになるだろう。





う時間が無明(avidya) を条件としてあることであろう (VP. III. 9.62)。
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The Concept of kala (time) in Vakyapadiyavrtti 
Yukimi Murakami 
Bhartrhari's Vakyapadiya (=VP) and Vakyapadiyavrtti (= VPV), the author­
ship of which is still questionable, start with arguing about brahman similar to that 
of Sankara's Advaita Vedanta. Their concept of kala (time) is, however, a little 
striking to the eyes accustomed to Sankara' s concept of brahman as the material 
and efficient cause of the whole world, because the time which is for Bhartrhari a 
potentiality (sakti) of brahman's looks like the efficient cause of the whole world by 
itself. From this point of view, the author picks out the characteristics of the 
concept of time in VP and then considers how VPV describes its essence. 
VP describes time as something divided into many through its activity, dividing 
the world into many and differentiated by the differences belonging to the various 
actions realized by it. While VPV follows those views, it hints in VPV. I. 3 and in 
II.22 that the essence of time is svatantrya (independence) or kart呑akti (the potenti­
ality to be an agent), which is shared by all the actions and realizes them according 
to the author's interpretation of VPV. I. 3. 
VPV reduces time (k姉l函akti) to SV碑tantrya/ kart呑akti. This conceptualization of 
time makes its peculiarity less remarkable on the one hand and makes the position 
of VPV closer to that of Sankara on the other because brahman, the holder of 
K砕l⑬'akti which is in essence sv碑tantrya/kart呑akti , is in its own right the maker 
(kartr) or the efficient cause of the whole world. 
(20)
